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平成３１（令和元）年度全国学力・学習状況調査に係る 

厚木市立小・中学校の調査結果について 
 

小学校第６学年及び中学校第３学年を対象に、平成 31 年４月 18 日に実施した全国学力・

学習状況調査の結果がまとまりました。教育委員会では、今回の分析結果を踏まえ、教育

施策の成果や課題等を把握・検証し、今後の教育施策に反映してまいります。また、各小・

中学校において、校長のリーダーシップのもと、各学校が進める指導方法の改善を支援し

てまいります。 

 

１ 調査の概要について 

（１）調査の対象学年   小学校第６学年及び中学校第３学年 

 

（２）調査の内容 

ア 教科に関する調査（小学校：国語、算数 中学校：国語、数学、英語） 

   ※ 昨年度までは、「主として『知識』に関する問題」と「主として『活用』に関

する問題」を分けて調査していましたが、今回から「『知識』と『活用』を一体

的に問う調査問題」となりました。 

※ 中学校では、今回初めて英語の調査を実施しました。今後、３年に１回実施

の予定です。 

 

イ 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

 ・児童生徒に対する調査 

  （学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側面に関する調査） 

・学校に対する調査 

    （指導方法に関する取組や人的・物的な教育条件の整備の状況等に関する調査） 

 

（３）調査日  平成 31 年４月 18 日（木） 

 

（４）調査に参加した児童・生徒数 

 

 

 

＊１ 「聞くこと」「読むこと」「書くこと」の調査（なお、「話すこと」調査については、市立中学 

校全校が参加しました） 

（参考）全国・県・市の公立学校の参加校数 

 国語 算数・数学 英語＊1 児童・生徒質問紙 

小学校 1,916 人 1,916 人  1,916 人 

中学校 1,759 人 1,756 人 1,756 人 1,757 人 

 全国（公立） 神奈川県 厚木市 

小学校 19,263 校 863 校 23 校 

中学校 9,513 校 419 校 13 校 
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２ 教科に関する調査結果について 

 【平均正答率】                        （単位：％） 

 小学校 中学校 

 
 国語 算数 国語 数学 英語＊2 

＜参考値＞ 

英語（話すこと） 

全国（公立） 63.8 66.6 72.8 59.8 56.0 30.8＊3 

神奈川県 61 67 73 59 59 ― ＊４ 

厚 木 市 59 64 71 58 55 ―  ＊４ 

＊２ 「聞くこと」「読むこと」「書くこと」の合計の数値です。 
＊３ 「話すこと」調査は、全国（国公私立）の平均正答数及び平均正答率のみ参考値として、公表さ 
   れています。 

  ＊４ 「話すこと」調査については、都道府県別の結果の公表はありません。また、市教育委員会が設 
置管理する学校全体の状況についても結果の提供はありません。 

 
※ 平成 29 年度から、県と市の平均正答率は整数値（四捨五入した数値）で、文部科学省からデータ 

が提供されています。 
 
 

 

 

 

 

 

（１）小学校国語の主な結果について 

◇ 目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読むこ

とは、相当数の児童ができています。 

２一(１) 

 

◇ 目的に応じて、本や文章全体を概観して効果的に読むことは、相当数の児童がで

きています。 

２二 

 

◇ 話し手の意図を捉えながら聞き、話の展開に沿って、自分の理解を確認するため

の質問をすることは、相当数の児童ができています。 

３一 

 

  ◆ 目的や意図に応じて、自分の考えの理由を明確にし、まとめて書くことに課題が

あります。 

                                     １三 

  

 

 

◇ ････相当数の児童・生徒ができている点   

◆ ････課題となる点 

    ････問題の概要と問題番号 

食べ物の保存についてまとめている【ノートの一部】の ア に入る、疑問に

思ったことの①に対する答えとして適切なものを選択する。 

公衆電話について調べたことを【報告する文章】の    に、「２調査の内容

と結果」の（１）と（２）で分かったことをまとめて書く。 

梅干し作りについて【知りたいこと】を調べるために、選んだ本の【目次の一

部】から、読むページとして適切なものを選択する。 

畳職人への【インタビューの様子】の  ア に入る、自分の理解が正しいかを

確認する質問として適切なものを選択する。 
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 ◆ 学年別漢字配当表に示されている漢字を文の中で正しく使うことに課題がありま

す。 

                                    １四(１)ア 

１四(１)ウ 

 

 

  ◆ 文と文との意味のつながりを考えながら、接続語を使って内容を分けて書くこと

に課題があります。 

                                    １四(２) 

 

 

（２）小学校算数の主な結果について 

◇ 台形について理解することは、相当数の児童ができています。 

                                    １(１) 

 

◇ 棒グラフから、資料の特徴や傾向を読み取ることについては、相当数の児童がで

きています。 

                                    ２(１) 

 

◇ 示された減法に関して成り立つ性質を基にした計算の仕方を解釈し、適用するこ

とについては、相当数の児童ができています。 

                                    ３(１) 

  

◇ 目的に適した、伴って変わる二つの数量を見いだすことについては、相当数の児

童ができています。 

                                    ４(１) 

  

 ◆ 示された図形の面積の求め方を解釈し、その求め方の説明を記述することについ

て課題があります。 

                                    １(３) 

 

  ◆ 示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関して成り立つ性質を

記述することについて課題があります。 

                                     ３(２) 

 

 

 

 

 

公衆電話について調べたことを【報告する文章】の中の      部を、漢字を

使って書き直す。 

（ア 調査のたいしょう） 

（ウ かんしんをもってもらいたい） 

公衆電話について調べたことを【報告する文章】の   の１文を、接続語

「そこで」を使って２文に分けて書き直す。 

長方形を直線で切ってできた図形の中から、台形を選ぶ。 

1980 年から 2010 年までの、10 年ごとの市全体の水の使用量について、棒グ

ラフからわかることを選ぶ。 

減法の式が、示された形の面積をどのように求めているのかを、数や演算の

表す内容に着目して書く。 

減法の計算の仕方についてまとめたことを基に、除法の計算の仕方について

まとめると、どのようになるのかを書く。 

350－97 について、引く数の 97を 100 にした式にして計算するとき、ふさわ

しい数値の組み合わせを書く。 

だいたい何分後に乗り物券を買う順番がくるのかを知るために、調べる必要

のある事柄を選ぶ。 
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（３）中学校国語の主な結果について 

◇ 文章に表れているものの見方や考え方について、自分の考えをもつことは、相当

数の生徒ができています。 

１三 

 

◇ 話合いの話題や方向を捉えることは、相当数の生徒ができています。 

２一 

 

◇ 書いた文章を読み返し、論の展開にふさわしい語句や文の使い方を検討すること

は、相当数の生徒ができています。 

３一 

 

 

（４）中学校数学の主な結果について 

◇ 平行移動の意味については、相当数の生徒ができています。 

                                    ３ 

 

◇ 証明の根拠として用いられている三角形の合同条件については、相当数の生徒が

できています。 

                                    ７(１) 

 

◇ 反例の意味については、相当数の生徒ができています。 

７(２) 

 

  ◆ グラフ上の点Ｐの y 座標と点Ｑの y 座標の差を、事象に即して解釈することに

ついて課題があります。 

                                    ６(１) 

 

  ◆ 事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することについて課題が

あります。 

                                    ６(２) 

 

  ◆ 資料の傾向を的確に捉え、判断の理由を数学的な表現を用いて説明することにつ

いて課題があります。 

                                    ８(２) 

 

 

 

 

「みんなの短歌」に掲載されている短歌の中から一首を選び、感じたことや

考えたことを書く。 

話合いでの発言の役割について説明したものとして適切なものを選択する。 

意見文の下書きに書き加える言葉として適切なものを選択する。 

△ＡＢＣを、矢印の方向に△ＤＥＦまで平行移動したとき、移動の距離を求

める。 

証明で用いられている三角形の合同条件を書く。 

ある予想に対して与えられた図が反例となっていることの説明として正し

いものを選ぶ。 

冷蔵庫Ａの使用年数と総費用の関係を表すグラフについて、点Ｐの y座標と

点Ｑの y座標の差が表すものを選ぶ。 

冷蔵庫Ｂと冷蔵庫Ｃについて、式やグラフを用いて、２つの総費用が等しく

なる使用年数を求める方法を説明する。 

「１日に２６分ぐらい読書をしている生徒が多い」という考えが適切では

ない理由を、ヒストグラムの特徴を基に説明する。 
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（５）中学校英語の主な結果について 

◇ 語と語の連結による音変化をとらえて、情報を正確に聞き取ることは、相当数の

生徒ができています。 

                                    １(１) 

 

◇ 教室英語を理解して、情報を正確に聞き取ることについては、相当数の生徒がで

きています。 

                                    １(２) 

 

◇ まとまりのある英語を聞いて、必要な情報を理解することについては、相当数の

生徒ができています。 

                                    ３ 

 

◇ 文の中で適切に接続詞を用いることについては、相当数の生徒ができています。 

                                    ９(１)① 

 

◆ 聞いて把握した内容について、適切に応じることについて課題があります。 

                                    ４ 

 

  ◆ 書かれた内容に対して、自分の考えを示すことができるよう、話の内容や書き手

の意見などをとらえることについて課題があります。 

                                    ８ 

 

  ◆ 与えられたテーマについて考えを整理し、文と文のつながりなどに注意してまと

まりのある文章を書くことについて課題があります。 

                                    １０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ある状況を描写する英語を聞いて、その内容を最も適切に表している絵を選

択する。 

来日する留学生の音声メッセージを聞いて、部活動についてのアドバイスを

書く。 

食糧問題について書かれた資料を読んで、その問題に対する自分の考えを書く。 

学校を表す２つのピクトグラム（案内用図記号）の案を比較して、どちらがよ

いか理由とともに意見を書く。 

文中の空所に入れる接続詞として、最も適切なものを選択する。 

天気予報を聞いて、ピクニックに行くのに最も適する曜日を選択する。 

教室英語を聞いて、その指示の内容を最も適切に表している絵を選択する。 
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３ 児童・生徒質問紙調査の結果について 

（１）小学校児童の回答の状況について（質問紙の設問順） 

ア 「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した割合が９０％以上のもの 

  〇朝食を毎日食べている。（94.2％） 

〇毎日、同じくらいの時刻に起きている。（90.3％） 

  〇先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分か

るまで教えてくれていると思う。（93.4％） 

  〇ものごとを最後までやりとげて、うれしかったことがある。（96.1％） 

〇学校のきまりを守っている。（92.0％） 

  〇いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。（97.1％） 

  〇人の役に立つ人間になりたいと思う。（95.2％） 

〇国語の勉強は大切だと思う。（92.4％） 

〇国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。（91.3％） 

  〇算数の勉強は大切だと思う。（93.4％） 

〇算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。（92.0％） 

   

イ 「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した割合が３０％未満のもの 

  〇図書室や図書館に行く回数が月に１回以上である。（29.1％） 

 〇新聞を読むのが週に１～３回以上である。（14.4％） 

 〇授業で、コンピュータなどのＩＣＴの使用が週に１回以上である。（28.3％） 

  

（２）中学校生徒の回答の状況について（質問紙の設問順） 

ア 「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した割合が９０％以上のもの 

  〇ものごとを最後までやりとげて、うれしかったことがある。（91.4％） 

 〇学校の規則を守っている。（95.0％） 

  〇いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。（92.7％） 

  〇人の役に立つ人間になりたいと思う。（92.0％） 

  〇国語の解答時間は十分だった。（91.4％） 

   

イ 「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」と回答した割合が３０％未満のもの 

〇学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たり３０分以上読書をす

る。（26.2％） 

  〇図書室や図書館に行く回数が月に１回以上である。（13.9％） 

 〇新聞を読むのが週に１～３回以上である。（8.1％） 

 〇授業で、コンピュータなどのＩＣＴの使用が週に１回以上である。（26.5％） 
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（３）教科の正答率が高い児童・生徒の回答の傾向について 

 

 

 

 

〇家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をする。 

〇家で、自分で計画を立てて勉強をしている。 

〇学校の授業時間以外に、平日、小学校１時間以上、中学校２時間以上の勉強をする。 

〇読書が好き。 

〇学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりする

ことができていると思う。 

〇授業で学んだことを、ほかの学習に生かしている。 

 〇総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを

発表するなどの学習活動に取り組んでいると思う。 

〇授業で、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思う。 

〇授業で、自分の考えを発表する機会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や

文章、話の組立てなどを工夫して発表していたと思う。 

 〇国語の勉強が好き。 

〇国語の勉強は大切だと思う。 

〇国語の調査問題について、解答を文章で書く問題で、最後まで解答を書こうと努力

した。 

〇算数・数学の勉強が好き。 

 〇算数・数学の調査問題について、言葉や数、式を使って、わけや求め方などを書く

問題を最後まで解答を書こうと努力した。 

〇英語の勉強が好き。（生徒質問紙のみ） 

〇英語の勉強は大切だと思う。（生徒質問紙のみ） 

〇英語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思う。（生徒質問

紙のみ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教科の正答率が上位 1/4 の児童・生徒が「当てはまる」「どちらかと言えば当てはまる」

と回答した傾向がある設問 
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４ 今後に向けて 

（１）生活に関すること 

「人の役に立つ人間になりたいと思う」や「いじめは、どんな理由があってもいけ

ないことだと思う」という設問に対して、相当数の児童・生徒が肯定的な回答をして

おり、児童・生徒が他者との関りを通して多くのことを学んでいる様子がうかがえま

す。その一方で、「今住んでいる地域の行事に参加している」や「地域や社会をよくす

るために何をすべきかを考えることがある」という設問に対して、肯定的な回答をし

た児童・生徒の割合は、昨年度を上回ったものの５割程度になっています。 

保護者や地域の大人が積極的に児童・生徒に関わり、自信を持てるよう支援してい

くことは、児童・生徒の人間性の涵養につながります。今後も引き続き、コミュニテ

ィスクールの活動を充実するなど、地域と学校・家庭が連携して、地域における様々

な学びや体験に児童・生徒が参加しやすい環境をより一層整えることが重要です。 

 

（２）学習に関すること 

「ものごとを最後までやりとげて、うれしかったことがある」という設問に対して、

相当数の児童・生徒が肯定的な回答をしており、粘り強く取り組んでいる様子がうか

がえます。その一方で、各教科の平均正答率は全国と同程度であるものの、やや下回

っている状況です。 

上記の３（３）で示したとおり、正答率が高い児童・生徒は、「授業で、課題の解決

に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいた」や「学級の友達との間で話し合う

活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができている」などと回答

している傾向があることから、主体的な態度の育成と対話的な学習の充実が大切であ

ることがわかります。 

また、国語、算数・数学、英語の各教科についても、「好き」「大切だと思う」と回答

している傾向があることから、各学校においては、教科を学ぶ意義、有用性などを、

授業で児童・生徒が実感できるよう指導をさらに工夫することで、「学びに向かう力・

人間性等」を涵養するとともに、今後も引き続き、児童・生徒の「主体的・対話的で深

い学び」の実現に向けた授業改善をより一層充実していく必要があります。 

  さらに、このようにして児童・生徒が身に付けた力を、学校や家庭、地域において

日常生活の様々な場面で生かしていくことが、望まれます。 



① 
 

 

【小学校 国語１】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ １四（２）        ◆ １四（１）ア、ウ           ◆ １三  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参考資料 ※ この調査問題は、国立教育政策研究所のホームページから転載しました。 

◇･･･相当数の児童・生徒ができている問題 
◆･･･課題となっている問題 



② 
 

【小学校 国語２】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ２二                ◇ ２一（１）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



③ 
 

【小学校 国語３】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ ３一  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



④ 
 

【小学校 算数１】 
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